
様式１（特別支援学校）
【特別支援学校用】

令和５年度学校評価 計画

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

●幼児児童生徒一人一人の
ニーズに応じた指導・支援による
確かな学力の定着

○「学力の定着が図られた」「自立活動
や各教科等を合わせた指導における指
導と評価が適切に行われた」と回答する
教員・保護者80％以上

・一人一人の実態を的確に把握するとともに、学習内容及び方法を適切に設定
し、学習評価を通して効果的な学力の向上を図る。
・全国および県の学力・学習状況調査やSAGAテスト、単元テスト、点字テスト、珠
算検定等各種検定等を通して個々の学力の把握に努める。
・自立活動の指導内容及び方法、評価等を適切に実施する。
・各教科等を合わせた指導では、一人一人の実態に応じた適切な指導の在り方に
留意するとともに、教科の視点を鑑み計画、指導にあたる。

各学部主事

●理療科生徒一人一人のニーズ
に応じた指導・支援による確かな
学力の定着

卒業予定者のあはき師国家試験合格率
１００％。

・課題配布を受けての課題テスト、模擬試験等の結果から、個々の生徒に応じた
補習を実施する。 進路指導主事

●幼児児童生徒が、自他の生命
を尊重する心、他者への思いや
りや社会性、倫理観や正義感、
感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

○「将来の自立と社会参加に向け、生き
る力や豊かな心を身につけさせる指導
が、発達段階に応じて適切に行われた」
と回答する教員・保護者80％以上

・幼児児童生徒一人一人の夢や希望をふまえ、学校生活のあらゆる場面で支援と
働きかけを行い、生きる力を育てる。
・防犯、薬物、性教育講話等、さまざまな角度から人権意識の向上に努める。
・幼児期から特別活動や学校行事等への参加を通して望ましい人間関係を形成
し、集団意識を高め、他者への思いやりや社会性を養う。
・点字ブロック啓発活動や龍谷高校サッカー部との交流などをとおして、社会性や
協調性を育てる。

生徒指導主事

●いじめの早期発見、早期対応
体制の充実

○「幼児児童生徒が安心して学ぶことが
できる環境作りに努め、一人一人の不
安や悩みに寄り添いながら、いじめのな
い学校作りに取り組んでいる」と回答す
る教員・保護者80％以上

・学校生活アンケートを実施して一人一人の心の状態を把握し、安心して学べる
環境づくりに努める。
・教育相談体制を充実させる。
・スクールカウンセラーによる講話と演習を通して自己解決能力を高める。

生徒指導主事

◎幼児児童生徒が夢や希望を持
ち、将来の自立と社会参加に向
けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動

◎「幼児児童生徒の夢や希望に応じた
キャリア教育及び職業教育ができてい
る」と回答する職員・保護者80％以上

・進路講演会・懇談会、進路情報などを通して、将来の自立と社会参加に向けて
意欲的に取り組もうとする心を育む。
・種々の活動を通して社会生活や家庭生活に対する関心を高め、基礎的なスキル
を身につける。また、適切な勤労観や職業観を育み、将来の進路についての意識
を高める。
・自分の役割を理解し、果たそうとする態度や意欲、コミュニケーションの方法等を
身につける。
・自立心を培い、自主的・意欲的に生きる力を育む。

進路指導主事
各学部主事

●健康・体つくり

●望ましい生活習慣の形成 ○「健康観察簿」の記入・提出状況
100％
○「日々の健康チェックを通し、将来の
自立と社会参加に向けた生活習慣の確
立に努めている」と回答する教員・保護
者80％以上

・「健康観察簿」への記入と活用を促し、健康チェック（朝食・歯磨き・検温）の習慣
を身につけさせる。
・「保健だより」を毎月発行し、基本的生活習慣の形成に役立つ情報を発信する。
・長期休業前に生活指導と保健指導の両面から講話や資料の配布を行い、生活
習慣形成への意識付けを行う。

生徒指導主事

●地域支援

●地域に向けた特別支援学校の
センター的機能の充実

○「相談支援活動や啓発・広報、地域の
見えにくさのある幼児児童生徒への有
効な教育的支援が効果的に行われてい
る」と回答する教員80％以上

・見え方に困難のある幼児・児童・生徒・成人の相談に応じ、適切に支援を行う。
・地域や関係諸機関に対し、本校や視覚障害教育についての啓発・広報活動等を
計画的に行う。
・弱視学級や見えにくさのある幼児児童生徒の所属校等と連携し、研修会の実施
や定期的な情報提供等を行う。
・巡回相談を行う学校・園に対し、実態や状況に応じた助言を行う。

相談支援部主
任

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤
務時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する職員100％

・定時退勤日を設定し、計画的に業務を行う。
・必要に応じて学校行事や各校務分掌等の業務内容を見直す。

教頭
事務長

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

○個別の教育支援計画

○個別の教育支援計画 ○「幼児児童生徒及び保護者の希望や
ニーズに基づいた個別の教育支援計画
が作成され、運用されている」と回答す
る教員・保護者80%以上

・本人、保護者の希望やニーズを的確に把握し、作成懇談や支援会議、評価懇談
を通して、個別の教育支援計画を作成・運用する。 相談支援部主

任

○個別の指導計画

○個別の指導計画 ○「個別の指導計画を生かした指導・支
援が適切に行われた」と回答する教員・
保護者80％以上

・個々の実態と教育的ニーズに応じた指導計画を作成し、職員間、保護者との情
報共有を密にしながら指導・支援を充実させる。

各学部主事

○校内研究・職員研修の充
実

○校内研究・職員研修の充実 ○「校内研究・職員研修により指導力が
向上した」と回答する教員80％以上
○「校内研究・職員研修の充実に努めて
いる」と回答する保護者80％以上

・校内研究・職員研修を計画的に実施し、視覚障害教育の専門性の向上、授業実
践指導力の向上を図る。
・新転任者研修や校内スキルアップ研修、外部講師による授業参観指導等を実施
するとともに、出張報告会を通して研修の成果を共有化し、視覚障害教育の指導
力・専門性の向上を図る。

研究研修部主
任

○教育の質の向上に向け
たICT利活用

○教育の質の向上に向けたICT
利活用

○「ICT機器を利用して、幼児児童生徒
一人一人の視機能に応じた教材を活用
できる」と回答する教員90％以上

・ICT利活用教育について、視覚障害のある幼児児童生徒に特化した教材の工夫
に関する研修会を行う。
・「ICT-LETTER」を発行してICT利活用教育・情報セキュリティに関する情報を提
供する。

図書・情報部主
任

○寄宿舎における生活指
導

○寄宿舎における生活指導 ○「寄宿舎生一人一人の実態に合わ
せ、自立に向けた支援指導が達成され
た」と回答する指導員・保護者80％以上

・寄宿舎生一人一人の実態把握を綿密に行い、ケース会や研究会等を通して共
通理解を図りながら、指導員全体で最も適切な支援を行う。。

寮務主任

主任寄宿舎指
導員

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

主な担当者重点取組
具体的取組

２　学校教育目標
視覚に障害のある幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた適切な支援を行い、自立と社会参加及び心豊かな人格の形成を目指す。

－明朗・友愛・自立－

３　本年度の重点目標

『夢をはぐくみ、未来をひらく盲学校』 ～「ほめる」からはじめる。はじまる。～

（１）自立と社会参加に向けた力の育成（幼児児童生徒）

（２）専門性向上に向けた研究・研修の充実と力を引き出す授業の実践（教職員）

（３）視覚障害教育センター的機能の充実と周知（社会・地域）

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組

●学力の向上

学校名 佐賀県立盲学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・自立と社会参加に向けた力の育成のために、保護者や関係機関と連携を取りながら、幼児児童生徒の実態に応じた支援・指導を行っ

た。

・専門性向上に向けた研究・研修の充実のために、職員研修等を通して専門性の向上に努めた。また、力を引き出す授業の実践を念頭に

校内研究を進めた。

・「目の支援センター ゆうあい」を中心に、関係諸機関とも連携しながら、弱視学級との連携や、地域に対する支援、啓発活動等を行

い、センター的機能を周知することができた。


